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大空を泳ぐ！こいのぼり
ちばデスティネーションキャンペーン 

平成19年2月1日～4月30日 

おもしろかかし大集合 

人口の動き 
総人口 
45,339人 

世帯数 
16,897世帯 

男 
21,693人 

女 
23,646人 

（平成19年2月1日現在） 

出生 23人 死亡 85人 転入 91人 転出 69人 

 

夜空に浮かぶ幻想的な光 

新成人おめでとう！ 

白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
に
て 

　
　
　
（
詳
細
は
3
頁
に
掲
載
） 

http://www.mboso-etoko.jp/mobile/

南房総の
旬な観光情報

南房総
いいとこどり



2 2007年 2 月号

消
防
出
初
式

な
お
、
主
な
被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

消
防
庁
長
官
退
職
報
償
　
銀
杯

元
三
芳
村
消
防
団
　
団
　
長
　
田
中
芳
実

元
富
山
町
消
防
団
　
副
団
長
　
島
田
　
弘

元
三
芳
村
消
防
団
　
副
団
長
　
川
名
隆
文

元
白
浜
町
消
防
団
　
副
団
長
　
大
和
田
哲

元
千
倉
町
消
防
団
　
副
団
長
　
宇
山
　
暁

元
千
倉
町
消
防
団
　
副
団
長
　
新
井
吉
夫

元
丸
山
町
消
防
団
　
副
団
長
　
尾
形
正
弘

元
白
浜
町
消
防
団
　
本
部
長
　
西
條
　
強

元
丸
山
町
消
防
団
　
本
部
員
　
内
藤
　
勲

元
第
２
支
団
第
３
分
団分

団
長
　
青
木
芳
和

元
第
２
支
団
第
５
分
団分

団
長
　
高
橋
　
茂

元
第
４
支
団
第
１
分
団分

団
長
　
早
川
義
明

元
第
４
支
団
第
２
分
団分

団
長
　
小
池
照
利

元
第
４
支
団
第
１
分
団

副
分
団
長
　
在
原
和
広

元
第
５
支
団
第
１
分
団

副
分
団
長
　
松
下
良
太

元
第
４
支
団
第
１
分
団班

　
長
　
木
村
昌
宏

元
第
４
支
団
第
５
分
団班

　
長
　
小
谷
茂
好

千
葉
県
知
事
　
功
労
章

第
３
支
団
　
副
支
団
長
　
　
　
眞
田
和
広

第
４
支
団
　
副
支
団
長
　
　
　
押
元
善
幸

第
７
支
団
　
副
支
団
長
　
　
　
川
名
正
敏

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
消
防
団
員

の
士
気
高
揚
、
防
火
思
想
の
普
及
を
図
る

消
防
出
初
式
を
１
月
５
日
（
金
）
千
倉
総

合
運
動
場
で
挙
行
し
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
１
回
目
の
出
初
式
は
、
青

木
団
長
は
じ
め
消
防
団
員
３
０
４
人
が
参

加
し
、
関
係
者
や
多
く
の
来
賓
が
見
守
る

な
か
、
服
装
点
検
や
ポ
ン
プ
車
操
法
演
技

を
行
い
、
寒
空
の
も
と
消
防
団
員
ら
し
い

規
律
正
し
い
動
作
を
披
露
し
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、「
記
念
す
べ
き
初
め
て

の
出
初
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
災
害
の
発
生
に
お
け
る
消
防
団
の
重

要
性
を
痛
感
す
る
な

か
、
団
員
の
皆
さ
ん

に
は
地
域
住
民
の
生

命
、
財
産
を
守
る
た

め
、
ま
す
ま
す
の
努

力
を
期
待
し
ま
す
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。ま

た
、
分
列
行
進

披
露
の
あ
と
に
功
績

の
あ
っ
た
２
７
８
人

の
表
彰
が
行
わ
れ
、

来
賓
祝
辞
、
受
賞
者

代
表
謝
辞
、
団
旗
退

場
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

第
２
支
団
第
６
分
団

分
団
長
　
加
藤
徹
也

第
３
支
団
第
２
分
団

分
団
長
　
神
作
浩
史

第
５
支
団
第
１
分
団

分
団
長
　
川
津
幹
雄

第
６
支
団
第
１
分
団

分
団
長
　
渡
邊
富
士
夫

第
６
支
団
第
３
分
団

分
団
長
　
押
本
　
明

第
６
支
団
第
５
分
団

分
団
長
　
小
林
昭
夫

第
７
支
団
第
４
分
団

分
団
長
　
佐
久
間
真
一

ポンプ車操法演技

服装点検の様子

千
葉
県
知
事
　
精
勤
章

第
１
支
団
　
副
支
団
長
　
木
村
庸
一

第
３
支
団
　
副
支
団
長
　
田
原
晴
夫

第
４
支
団
　
副
支
団
長
　
本
橋
太
一

第
１
支
団
第
１
分
団

分
団
長
　
山
田
隆
治

第
２
支
団
第
５
分
団

分
団
長
　
須
賀
仙
雄

第
４
支
団
第
１
分
団

分
団
長
　
早
川
　
茂

第
５
支
団
第
２
分
団

分
団
長
　
加
藤
久
通

第
５
支
団
第
４
分
団

分
団
長
　
清
宮
信
英

第
５
支
団
第
５
分
団

分
団
長
　
植
木
　
実

第
７
支
団
第
２
分
団

分
団
長
　
黒
川
孝
久

千
葉
県
消
防
協
会
長
　
功
労
章

第
４
支
団
第
３
分
団

分
団
長
　
星
野
正
人

第
４
支
団
第
５
分
団

分
団
長
　
小
谷
新
哉

第
５
支
団
第
３
分
団

分
団
長
　
青
木
　
学

千
葉
県
消
防
協
会
長
　
精
勤
章

第
１
支
団
第
３
分
団

分
団
長
　
高
山
茂
則

第
２
支
団
第
１
分
団

分
団
長
　
金
木
哲
也
　

第
２
支
団
第
２
分
団

分
団
長
　
森
　
広
幸

記
念
す
べ
き
初
め
て
の
南
房
総
市
消
防
出
初
式
を
挙
行

石井市長あいさつ
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成
人
式
・
千
倉
駅

合
併
後
初
め
て
の
成
人
式
が
、
１
月
７

日
（
日
）
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
、
新
成
人
４
２
７
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
会
場
は
、
久
々
に
会
う
中
学
・
高
校

の
仲
間
た
ち
と
の
歓
談
や
写
真
撮
影
に
と

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
主
催
者
と
来
賓
祝
辞
の
あ

と
、
新
成
人
を
代
表
し
て
、
早
川
純
さ

ん
（
白
浜
地
区
）
小
林
祐
佳
さ
ん
（
富
浦

地
区
）
の
２
人
か
ら
『
新
成
人
の
誓
い
』

が
あ
り
ま
し
た
。「
こ
う
し
て
成
人
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
両
親
・
家
族

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

自
分
の
行
動
に
責
任
を
持
ち
、
試
練
を
乗

り
越
え
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
に
は
、
世
界
女
子
柔
道
選
手
権

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
山
口
香
先
生
（
武
蔵

大
学
教
授
）
が
「
夢
を
叶
え
る
た
め
に
」

と
題
し
て
、記
念
講
演
を
開
催
し
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
を
代
表
し
て
活
躍
し
て
い
る

柔
道
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
素
顔
な
ど
に
つ
い

て
ふ
れ
、
新
成
人
は
興
味
深
げ
に
聞
き
入

っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
後
に
新
成

人
の
早
川
真
代
さ
ん
（
白
浜
地
区
）
か
ら

花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
か
ら
Ｊ
Ｒ
千
倉
駅
建
設
工
事
が

は
じ
ま
り
ま
す
。

完
成
は
、
８
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

工
事
期
間
中
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

千
倉
駅
の
コ
ン
セ
プ
ト

新
し
い
千
倉
駅
は
、「
千
倉
の
さ
わ
や

か
な
風
」
・
「
千
倉
の
大
き
な
波
」
・

「
千
倉
の
大
き
な
空
に
向
か
っ
て
の
び
て

ゆ
く
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
、
ゆ

る
や
か
な
曲
線
を
描
い
た
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。
駅
構
内
に
は
観
光
案

内
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広
場
、
多
目
的

ス
ペ
ー
ス
な
ど
が
入
り
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
に
配
慮
し
た
造
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

企
画
政
策
課
　
TEL

33
―
１
０
０
１

講演をする山口香先生新成人の皆さん

千倉駅完成イメージ

小林祐佳さん小林祐佳さん 
 
早川純さん 
 

小林祐佳さん 

小林祐佳さん 
 
早川純さん早川純さん 
 
早川純さん 

千
倉
駅
建
設
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
！

祝祝
　　
成成
　　
人人

祝祝
　　
成成
　　
人人
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『市長への手紙』
ありがとうございます

手　紙 現在、旧富浦町役場が暫定的な市役所となっていますが、新市役所の位置を早い段階で決めるよう
作業を進めてください。内房地区と朝夷地区の中間点に新市役所を置く事を切に希望します。

回　答 合併の協議の中で現在の本庁舎については、暫定的なものとされています。
現在、南房総市総合計画の策定を進めており、厳しさを増す財源のなか、

しっかりとした方針、計画の上にたって市政の運営を進めていく必要があり
ます。従いまして新庁舎に関しましては、行政改革などの点から十分に調査
していきます。

手　紙 納税は誰もが自覚していますが、納期限を忘れがちです。事前にお知らせがあれば円滑な納税促
進につながると思います。

回　答 広報紙で納税方法や納期限をお知らせしていましたが、納税意識の高揚のためには放送も必要で
はないかと検討していました。現在、防災行政無線により納期前１週間を目安に放送を行い円滑な
納税をお願いしています。

手　紙 南房総市の学校すべての校内を禁煙にしてください｡教育の場で､子供たちの前でたばこを吸ってほ
しくありません。

回　答 現在、市内の小・中学校においては子供の目に触れにくい場所で、かつ分煙できる1カ所を喫煙
のできる場所として校長が指定し、そこでのみ許可しています。指導が徹底していない面があり、
ご迷惑をおかけいたしました。早速、指導の徹底を図ります。校内全面禁煙につきましては、重要
な課題と受け止め検討していきます。

手　紙 予防接種(麻疹・風疹)ですが､７歳以上の子供の2期は今後も無いのでしょうか。
７歳以上の子供の2期を接種できるようにしてほしいです。

回　答 予防接種法をはじめとする関係法令に基づいて実施しています。麻疹、風疹２
期の対象となるお子さんは５歳以上７歳未満ということで、対象年齢を過ぎたお
子さんは大変申し訳ありませんが任意接種（自己負担）扱いとさせていただいて
います。

手　紙 ゴミに関する要望（ゴミ袋の値段が高い。木の枝などは袋に入れず束ね
て出してもいいようにしてほしい。粗大ゴミの回収をしてほしい。集積場
を近くにしてほしい。プラスチックゴミの回収を増やしてほしい）

回　答 ゴミ袋の価格につきましては、平成15年度のゴミ収集手数料1億1,795万
4,000円をゴミ収集量1万4,640ｔで割り、１㎏当たりの単価８円５銭を出し、
45褄の袋が平均で７㎏はいることからこれを7倍し、50円としたものです。今後は収集方法の見直
しおよび収集回数についても調査し、ゴミの量の動向を踏まえながら検討していきます。集積場の
新設につきましては同じ集積場にゴミを出されている区民の皆さんとお話し合いの上、区長に相談
してください。

 

　

 

お手紙をくださった人（1月1日現在） 
年齢別人数（96人） 

30歳以下 

30歳代 

40歳代 

50歳代 

60歳以上 

記載なし 

1 

2 

6 

8 

36 

43

男女別人数（96人） 

男 

女 

記載なし 

48 

42 

6

市
長
へ
の
手
紙

昨年6月から設置しました投書箱「市長への手紙」に
寄せられたご意見の一部を紹介します。96人の皆さんか
らいただいた124通（1月1日現在）のご意見は市長が
拝見し、市民と行政の協働のまちづくり推進に役立たせ
ていただきます。
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手　紙 小さい子どもがいて通常は幼稚園と、降園後は学童保育に行っています。働きたいと思
っても祝日・学童の休日（お盆8月13日から8月16日まで、年末年始12月29日から1月3日ま
で）は勤務できませんと履歴書に記入するとすべて断られてしまいます。私と同じ状況の
人はたくさんいると思います。市長は、どのように考えていますか。改善の余地は、ある
のですか。これでは、少子化が加速する一方だと思います。

回　答 ご指摘の休所日を運営していただきたいとのことですが、指導員の配置などの問題もあり、すぐ
に希望に沿った対応は難しいのが実情です。しかし、「預り」体制の充実の要望は、何件かいただ
いていますので、現在、検討しております。子育て支援を重要な施策の一つととらえ、今後、行
政･市民･企業･地域が一体となり、取り組んでいけるよう方策を考えていきます。

手　紙 市職員に飲酒運転などの問題が生じたら直ちに懲戒免職にすることを要求します。また、職員数の
大幅な削減にすぐにも取り組み、人件費の抑制に努めていただきたい。

回　答 「南房総市懲戒処分の基準」のなかで、下記のとおり基準が明記されています。
（抜　粋）１．飲酒運転（酒酔い及び酒気帯び運転）で交通事故（人身及び物損事故（自損を含む））を起こ

した職員は､免職とする｡
２．飲酒運転をした職員は、停職とする。など、市職員には綱紀粛正に努めるよう注意しています。
職員数の削減ですが、合併にあたり「住民に迷惑をかけない、住民サービスの急激な変化を緩和

すること」を最大限に考慮しましたので、類似団体と比べて大きな組織の規模となっています。
しかし、今後は職員数の削減や配置の見直しおよび各施設の合理化などを検討し適正規模化を図っ
ていきます。

手　紙 選挙の際、現投票所は靴を脱ぎ段差がある畳の上で行っています。障害者の人には、段差と靴を
脱ぐことが大変です。投票所を靴のままで良い所に変更するか、それが無理なら靴のまま上がれる
よう敷物を敷くなどの改善策を図ってほしい。

回　答 ご指摘の投票所は、投票区の中央部に位置しており、日ごろから地区住民になじみの施設ですの
で来場しやすいということで指定しています。施設も新しくバリアフリー用の入口も併設されてい
ます。しかし、土足厳禁となっていますので更に検討していきます。2級以上の身体障害者手帳を
お持ちの人は、郵便などによる不在者投票ができる可能性がありますので選挙管理委員会
（TEL33－1131）にご相談ください。

手　紙 非常時における飲料水の貯水槽施設および非常食・毛布などの備蓄状
況はどうなっていますか。また、どこに備蓄されているのでしょうか。

回　答 現在は、旧町村の備蓄品を現行のまま引き継いでいます。主な備蓄品
としましては、インスタント麺類12,000食、米5,200㎏、缶詰5,800食、飲
料水3,070褄、毛布5,300枚そのほかにテント、ブルーシート、簡易トイレ、鍋、釜、コンロなどで
す。本庁、各支所、防災倉庫の29カ所に備蓄しています。今後は「南房総市地域防災計画」により
適正な数量を決定していきます。また、備蓄の方法につきましては、市が直接備蓄する方法と、流
通在庫備蓄方式（有事の際に非常物資を提供していただき、後に精算する方法）を併せて検討しま
す。「南房総市地域防災計画」と同時に津波浸水危険箇所、土砂流出危険箇所や防災備蓄品などを
網羅した「ハザードマップ」を作成し、平成19年度中に各戸へ配付する予定です。

※ 市役所本庁舎、三芳分庁舎、各支所（6カ所）、白浜保健福祉センター、千倉保健センター、丸山保健福祉センター、和田地域福
祉センター、とみうら元気倶楽部の計13カ所の窓口に所定の用紙および投書箱を備え付けていますので、ご利用ください。
なお、「市長への手紙」投書箱設置場所には、すべての手紙をまとめた冊子が置いてあります。また、市ホームページにも掲載し
ましたのでご覧ください。

問い合わせ　秘書広報課　TEL 33－1002

市
長
へ
の
手
紙
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県
庁
（
千
葉
市
）
に
お
い
て
法
務
省
主

唱
の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
で
15

年
間
ポ
ス
タ
ー
を
描
き
続
け
て
い
る
、
市

立
富
浦
小
学
校
（
田
島
和
幸
校
長
）
と
市

立
八
束
小
学
校
（
吉
野
茂
校
長
）
が
法
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

両
校
で
は
、
児
童
ら
が
の
び
の
び
と
ポ

ス
タ
ー
を
制
作
し
、
地
域
を
挙
げ
て
明
る

い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
２
団
体
の
栄
誉
と
な
り
ま

し
た
。

１
月
16
日
（
火
）
富
浦
町
建
設
協
同
組

合
（
木
村
博
光
組
合
長
）
か
ら
、
３
５
０

０
０
円
の
寄
付
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ

り
ま
し
た
。
福
祉
へ
の
寄
付
は
、
協
同
組

合
発
足
以
来
続
け
、
そ
の
活
動
は
、
現
在

20
年
以
上
続
い
て
い
ま
す
。

１
月
13
日
（
土
）
富
浦
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
で
来
賓
や
市
関
係
者
２
４
０
人
が
出
席

し
、
初
の
新
春
賀
詞
交
歓
会
を
市
、
市
議

会
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
発
起
団
体
と
な

り
、
盛
会
に
開
催
し
ま
し
た
。

石
井
市
長
は
、
あ
い
さ
つ
で
「
市
民
と

協
力
し
て
課
題
を
解
決
し
、
皆
さ
ん
が
誇

り
の
持
て
る
市
に
し
た
い
」
と
豊
富
を
述

べ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
叙
勲
受
章
者
の

紹
介
、
来
賓
祝
辞
な
ど
が
あ
り
、
乾
杯
後

の
懇
談
に
移
る
と
互
い
に
歓
談
を
し
、
親

睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
習
志
野
市
か
ら
、
５
０
０
０
円

の
寄
付
が
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ
り
ま
し

た
。
寄
付
は
、
１
月
21
日
（
日
）
丸
山
地

区
で
実
施
し
た
第
22
回
丸
山
産
業
祭
の
売

上
金
の
一
部
で
す
。

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く

じ
の
普
及
広
報
事
業
の
一
環
と
し
て
行

う
、
地
域
振
興
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

支
援
を
目
的
と
し
た
平
成
18
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
を
う
け
、
和
田

地
区
の
路
傍
花
壇
や
花
の
広
場
公
園
「
花

夢
花
夢
」
に
花
苗
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

植
栽
さ
れ
た
花
々
は
色
鮮
や
か
に
咲
き

そ
ろ
い
、
訪
れ
る
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
す
。

１
月
14
日
（
日
）
千
葉
三
越
デ
パ
ー
ト

で
県
農
林
水
産
部
主
催
の
「
日
本
一
の
ち

ば
野
菜
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

食
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
南
房
総
市
千
倉
商
工
会
が
参
加
し
、
食

べ
て
も
安
全
・
安
心
な
食
材
を
使
っ
た
、

無
農
薬
で
特
別
に
栽
培
さ
れ
た
キ
ン
セ
ン

カ
や
金
魚
草
、
菜
の
花
を
利
用
し
た
、
花

の
ち
ら
し
寿
し
と
花
サ
ラ
ダ
の
花
料
理
を

Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

ど
ち
ら
も
彩

り
が
き
れ
い
で
、

試
食
コ
ー
ナ
ー

に
は
、
女
性
客

を
中
心
に
長
蛇

の
列
が
で
き
て

い
ま
し
た
。

法
務
大
臣
感
謝
状

平
成
18
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

新
春
賀
詞
交
歓
会

中締めで万歳三唱をする様子

感謝状を手にする
富浦小学校（田島校長）左と
八束小学校（吉野校長）

路傍花壇や花の広場公園「花夢花夢」に
植栽された花々

千
葉
で
ち
く
ら
の
花
料
理
を
Ｐ
Ｒ

社
会
福
祉
へ
寄
付

建設協同組合から寄付を受けとる石井市長と
富浦支所長（社会福祉協議会）

日本一のちば野菜フェステ
ィバルの様子

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た



当
日
は
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
鹿
嶋
神

社
（
千
倉
町
川
口
）
で
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
が

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

千
倉
町
川
口
で
は
、
１
月
19
日
と
７
月
の

第
２
土
曜
日
に
、
館
山
市
波
左
間
で
は
、
７

月
の
第
１
土
・
日
曜
日
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

全
国
で
は
、「
南
房
総
地
方
の
ミ
ノ
コ

オ
ド
リ
」
を
含
む
７
件
、
県
内
で
は
唯
一

の
記
録
選
択
文
化
財
へ
の
答
申
に
な
り
ま

し
た
。１

月
24
日
（
水
）
東
日
本
電
信
電
話

株
式
会
社
（
曽
我
部
哲
太
木
更
津
営
業
支

店
長
）
か
ら
「
電
話
お
願
い
手
帳
」「
ふ

れ
あ
い
速
達
便
」
各
１
５
０
冊
の
贈
呈
が

あ
り
ま
し
た
。

「
電
話
お
願
い
手
帳
」
は
昭
和
58
年
２

月
か
ら
配
布
を
し
、「
テ
レ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

2007年 2 月号　 7

１
月
19
日
（
金
）
国
の
文
化
審
議
会
は
、

千
倉
町
川
口
と
館
山
市
波
左
間
で
伝
承
さ

れ
て
い
る
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
を
、
国
の
重
文

候
補
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
「
記

録
作
成
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
無
形
の
民

俗
文
化
財
」
と
す
る
よ
う
文
部
科
学
大
臣

に
答
申
し
ま
し
た
。

千
倉
町
川
口
の
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
は
、
小

学
生
か
ら
中
年
の
女
性
で
、
右
手
に
扇
子

ま
た
は
う
ち
わ
を
持
ち
、
左
手
に
オ
ン
ベ

と
呼
ば
れ
る
御
幣
の
よ
う
な
も
の
を
肩
に

担
ぐ
。
10
人
前
後
で
輪
に
な
り
、
右
手
の

扇
子
や
う
ち
わ
を
ゆ
る
や
か
に
ひ
る
が
え

し
た
り
、
オ
ン
ベ
の
柄
を
た
た
い
た
り
し

な
が
ら
左
回
り
に
踊
り
ま
す
。
ま
た
、
年

配
の
大
人
５
、
６
人
が
、
歌
、
太
鼓
な
ど

の
伴
奏
を
し
ま
す
。

「
ミ
ノ
コ
オ
ド
リ
」

国
の
記
録
選
択
文
化
財
に
答
申ミノコオドリの様子

電
話
お
願
い
手
帳
・

ふ
れ
あ
い
速
達
便
の
贈
呈曽我部支店長（左）から手帳および速

達便を受けとる石井市長

こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
・
お
知
ら
せ

日　時 2月25日(日) 午後1時
から午後4時まで

場　所 とみうら元気倶楽部
入場料 無　料
1．“まんず聞いでけらっしゃ
い松尾敦子昔話”
房州ではなかなか聞くこと

のできない山形弁をベースに
したプロの語り手。上演回数
300回をこえる。

2．“子どもかたりべきみの出番だ”
房州ではじめての“子ど

もかたりべ教室”そこで練
習してきた子どもたちが、
語りと子どもたちが作った
紙芝居を演じます。

申込および問い合わせ
おらが房州に民話の花咲かせ
べぇ実行委員会
実行委員長 鈴木ひとみ

TEL  28－1998
事　務　局 飯塚須磨子

TEL  28－0477

伝統芸能の発表会により広く地域のみなさんに郷土のよさを再認識していただきま
す。また、郷土芸能を後世にのこしていく視点を見つけられるようなパネルディス
カッションを行います。
日　　時 2月25日（日） 午前11時45分　開場　　12時15分　開会式
会　　場 南総文化ホール　〒294-0045 館山市北条740－1 TEL22－1811
入 場 料 無　料
上演演目 12：30～15：40

1． 加茂の三番叟（賀茂神社民俗芸能保存会：南房総市）
2． 加茂の花踊り（賀茂神社民俗芸能保存会：南房総市）
3． 古茂口の獅子神楽（古茂口獅子舞保存会：館山市）
4． 北風原の羯鼓舞（北風原羯鼓舞保存会：鴨川市）
5． 忽戸の三番叟（忽戸三番叟保存会：南房総市）
6． 藤原の村歌舞伎

（たてやま村歌舞伎保存会：館山市）
パネルディスカッション 15：40～16：10

「安房の民俗芸能の未来展望」
・パネリスト

忽戸三番叟保存会　　堀江　仲安さん　
館山市文化財審議員　田村　　勇さん
鴨川市郷土資料館　　石川　丈夫さん
千葉県教育委員会　　小林　裕美さん

・コーディネーター
安房学ボランティア 佐野 邦雄さん

問い合わせ 安房博物館
〒294－0036 館山市館山1564－1
TEL 22－8608

加
茂
の
三
番
叟

忽戸の三番叟

安房の郷土芸能交流会 ～華の舞台2007～｢おらが房州に民話の花
さかせべぇ祭典｣だよ！

加茂の花踊り
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ちば・たびマイスターのプログラム 

  1．相島芸術文化村で『日本文化』の達人になる 

  2．市原ぞうの国で『ぞう使い』の達人になる 

  3．浦安新鮮市場で『江戸前』の達人になる 

  4．加曽利貝塚で『縄文文化』の達人になる 

  5．谷津干潟で『野鳥観察』の達人になる 

  6．サッパ船に乗って『佐原工芸』の達人になる 

  7．日本最高の杜氏がいる酒蔵で『仕込み』の達人になる 

  8．印旛沼で『古来の漁法（グレ）』の達人になる 

  9．江戸の粋『銚子ちぢみ藍染』の達人になる 

10．原始古代ロマン『玉作り（琥珀）』の達人になる 

11．九十九里で『ハーブ』の達人になる 

12．ガラス工房で『ガラス工芸』の達人になる 

13．菜花摘みと花レシピ『食の菜の花』の達人になる 

14．日本一の植木の街匝瑳市で『植木銘木』の達人になる 

15．平安貴族御用達の『べに花染め』の達人になる 

16．神秘の世界『まゆ工芸』の達人になる 

17．花の聖地で『フラワーアロマ』の達人になる 

18．伝統工芸の匠直伝『房州うちわ作り』の達人になる 

19．日本唯一の料理の神様の地で『花・魚料理』の達人になる 

20．房総の小江戸大多喜で『竹と薬草』の達人になる 

ちば・たびマイスターのプログラム ちば・たびマイスターのプログラム 

（我孫子） 

（市原市） 

（浦安市） 

（千葉市） 

（習志野市） 

（香取市） 

（香取市） 

（佐倉市） 

（銚子市） 

（栄町） 

（山武市） 

（九十九里町） 

（匝瑳市） 

（匝瑳市） 

（長南町） 

（鴨川市） 

（館山市） 

（館山市） 

（南房総市） 

（大多喜町） 

ちばデスティネーションキャンペーン（ちばＤＣ）では、新しい千葉の魅力を発見していただける体験型イベ
ントとして「ちば・たびマイスター」を開催します。
県内を4地域に分け、全県で20の体験プログラムを用意いたしました。各プログラムを体験する毎に「ちば・
たびマイスター認定証」が発行され、パスポートにスタンプが押されます。スタンプが8個たまると「ちば・た

びゴールドマイスター」に認定され、もれなく認定証と千葉県の名産品をプレゼ
ントします。

南房総市のプログラムは、料理の神様で知られる高家
たか べ

神社のある千倉で、千倉
民宿組合と千倉商工会が中心となって行う「花と魚料理の体験」です。
食用に栽培されたキンセンカ、ストック、矢車草、金魚草などの花を活用した料
理や魚のおろし方や生きたサザエのむき方などの料理方法を学ぶことができます。

ちばDC特集
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ちば・たびマイスターに
関する問い合わせ

ちば・たびマイスター事務局
TEL 043－202－7172

時　間
午前10時から午後5時まで
2月1日から4月30日まで無休

〒260－0015
千葉市中央区富士見1－12－7

料理教室の様子料理教室の様子 料理教室の様子 
ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

問い合わせ　交流事業課　TEL 33－1092
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◆
観
光
カ
リ
ス
マ
Ｄ
Ｃ
を
語
る
！

ち
ば
Ｄ
Ｃ
成
功
に
向
け
た
直
前
研
修
会

の
第
２
弾
を
会
津
の
観
光
カ
リ
ス
マ
渋
川

恵
男(

と
も
お)

さ
ん
を
招
き
、
丸
山
公
民

館
で
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
観
光
・
商
工
関

係
者
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

渋
川
さ
ん
は
、
空
洞
化
が
進
む
中
心
市

街
地
の
会
津
若
松
市
七
町
通
り
に
、
か
つ

て
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
す
た
め
、
既
存

建
物
を
生
か
し
た
町
並
み
整
備
の
推
進
を

図
り
、
空
き
店
舗
を
活
用
し
骨
董
市
、
ジ

ャ
ズ
ラ
イ
ブ
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

を
し
、
観
光
客
を
商
店
街
に
引
き
込
む

「
ま
ち
な
か
観
光
」
の
発
想
で
、
現
在
年

間
20
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

商
店
街
の
活
性
化
に
は
、
ち
ば
Ｄ
Ｃ
で

訪
れ
た
観
光
客
を
い
か
に
商
店
街
に
引
き

込
む
か
が
大
切
で
す
が
、
そ
の
た
め
に
新

た
な
も
の
を
作
る
の
で
は
な
く
、
長
い
歴

史
の
中
で
そ
の
土
地
に
あ
る
地
域
の
宝
、

そ
の
あ
り
の
ま
ま
を
観
光
客
に
見
せ
る
の

が
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
本
物
で
あ
り
、

感
動
す
る
と
語
り
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
を
復

活
に
導
い
た
逆
転
の
発
想
を
学
び
ま
し
た
。

ちばDC直前研修の様子

市内3月開催の主なDC特別イベント

　毎年3月1日に増間日枝神社で行われる稲作の豊凶を占
う神事です。古式に従い2人の射手が12本の矢を3回に
わたり交互に36本射て矢の当たり具合によりその年の天候・
適種豊凶を占います。 
【会場】増間日枝神社 

　心地よい春風と潮風の香る花満開の南房総を舞台に、
自然と親しみながら心とからだの健康づくりをめざし開催。 
　コースも5･12･20･40㎞とあり体力・年齢に応じて
選択できます。　　　　　　　　　　 
【料金】一般2,000円　18才以下1,000円 
　　　（事前予約は200円割引） 

　枇杷倶楽部南側の里山の裾野に広がる巨大菜の花畑周
辺を地元ガイドがご案内する散策ツアー。 
見渡す限りの黄色いじゅうたんを敷き詰めたような絶景
スポットをお楽しみください。 
【会場】枇杷倶楽部 
【料金】ガイド1人につき2,000円 
　　　（1回につき20人まで） 

　花を使って生活空間を明るく演出するさまざまな手法をご提
案する展覧会。 
　マミフラワーデザインスクールのフラワーアレンジメントの
作品展示とフラワーデザイナーが花の生け方を目の前で披露す
るフラワーショータイムをご用意！花の好きな人は必見です。 
【会場】枇杷倶楽部　【料金】無料 

　別々のスタート地点から出発したカップルが「新日本
百名山」に選ばれた烏場山山頂で合流する「カップル限
定ハイク」。無事に巡り会えたカップルには花言葉「永
遠の愛」のストックをプレゼント。前夜祭も開催されます。 
【会場】花嫁街道　【料金】12,000円（宿泊含む） 
　※1週間前までに要予約 

　ＪＲ内房線岩井駅を発着するのどかな田園風景と春の富
山ハイキングを楽しめる全長約13kmのコースです。 
　メイン会場の道の駅富楽里とみやまでは警察音楽隊のコ
ンサートをはじめ、さまざまなイベントが開催されます。 
【料金】無料 

　人形劇を3公演行います。 
　内容は、人形劇「南総里見八犬伝」、ちびっこ集まれ！
人形操り体験です。 
【料金】当日券600円　前売券500円 
【会場】とみうら元気倶楽部 

イベント名　日時 内　　　容 問い合わせ 

御的神事　 
　3/1 
　13：00～ 

第17回 南房総フラワーマーチ 
歩こう！花と海と太陽と！ 
　3/2・3・4 
　6：30～17：00

菜の花ハイキングツアー 
巨大菜の花畑を里山から眺める　 
　3/3･4･10･11･17･18 
　受付　11：00～11：40 
　実施　12：00～2時間程度 

花遊学展と 
　フラワーデモンストレーション 
生活空間を花で彩る手法をご提案 
　3/3・4 
　10：00～17：00

ロマンティック花嫁街道 
カップル限定イベント 
　～新婚さんいらっしゃい～ 
　3/24・25

駅からハイキング 
とみさん伏姫伝説ハイキング　　 
　3/25

人形劇「南総里見八犬伝」　 
人形劇の世界で里見の歴史を学ぼう！ 
　3/25 
1回目／10：30～　2回目／12：30～ 
3回目／14：00～　 

道の駅　三芳村鄙の里 
TEL　0470－36－4116

南房総フラワーマーチ 
実行委員会 
TEL　0470－33－1091

道の駅とみうら 
枇杷倶楽部 
TEL　0470－33－4611

南房総市 
和田観光案内所 
TEL　0470－47－3474

商工観光課 
TEL　0470－33－1091

とみうら元気倶楽部 
TEL　0470－33－3411

道の駅とみうら 
枇杷倶楽部 
TEL　0470－33－4611

ち
ば
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン



10 2007年 2 月号

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

資料閲覧 「南房総市国民保護計画（案）」、「南房総市交通安全計画（案）」は、消防防災課および各支所
（土・日・祝日を除く午前8時30分から午後5時30分まで）または市ホームページで閲覧できます。
※　市ホームページアドレスhttp://www.city.minamiboso.chiba.jp

提出期限 3月1日（木）必着　
提出方法 指定の様式に住所・氏名・電話番号を明記のうえ、持参、郵送、電子メールまたはFAXで提出ください。

※　様式は、消防防災課、各支所に置いてあるものまたは市ホームページをご利用ください。
提出および問い合わせ

消防防災課　〒299－2492 南房総市富浦町青木28
TEL 33－1052 FAX 33－3451 E-mail：shobo@city.minamiboso.chiba.jp

パブリックコメントの流れ 

政策等の実施 

議会の議決 

議決を要するもの 議決を要しないもの 

結果の公表　※公表の方法は、案の公表と同じ 
●提出されたご意見やご意見に対する考え方等 
●原案を修正した場合は、その内容と理由 

原案を修正 市の考え方、採り入れない理由を説明 

意見を採り入れない場合 意見を採り入れる場合 

★提出されたご意見を整理・考慮し、最終的な意思決定を行います。 

市民の皆様から、ご意見を提出していただきます。 
【提出の方法】 
●郵便●電子メール●FAX●書面を持参 
※住所、氏名の記載をお願いします。 
※電話や口頭でのご意見は受け付けません。 

◆市の基本的な計画等 
◆市政に関する基本方針を定める条例等 

公表の方法 
◆市のホームページに掲載 
◆各所管課等での閲覧または配付 

案の公表 
●案の概要（趣旨・目的・背景） 
●必要性、効果 
●作成についての考え方 
●関連資料 

市の基本的な計画や条例等の 
案の作成 

意見受付 
30日以上 

平成18年11月から市では、市民の皆さんからの市政に対
する意見や提案の機会をより確保するため、パブリックコ
メント（意見募集制度）を指針として導入しました。
市政に関する情報を広く提供し、市民と情報を共有する

ことで、市政に対する信頼を深め、透明性の高い行政運営
を行うことで、市民とともに歩む「協働」の市政の推進を
展開していきます。

パブリックコメント制度の｢パブリック(Public)｣は｢公
衆｣、「コメント（Comment）」は｢意見｣の意味です。
この制度は、市が政策などを決めるときに、その案を

広く市民に公表し、一定の期間を設け、その案に対する
意見や要望を募集します。
※パブリックコメントの詳しい内容は、総務課、各支所、
市ホームページで閲覧できます。

問い合わせ 総務課　TEL33－1021

南房総市国民保護計画は…
市は230.22裄という広大な市域に、海岸、山間部など
がある中山間地域であり、武力攻撃の対象となる施設・
状況が少ないなどの「地域実情・特性」を考慮しました。
また、「平素の備えを充実」するため、市民への啓発、

平素の業務、関係機関の訓練、連携強化に努める記述を
強めました。加えて、「初動体制の充実」、高齢者、障害
者などの災害時要援護者をはじめ、「市民の避難、救援
などについての措置および平素からの備えや予防の充
実」などを位置付けています。

南房総市交通安全計画は…
市の交通事故の主な特徴として、高齢者や、歩行者と
自転車利用者の事故が増加傾向、飲酒運転による事故は
減少傾向にあるが依然後を絶たないなどです。
そこで、このような特徴を考慮し、死傷者数を減少させ

るため、次の施策を講じ、計画を推進します。
～　道路交通の安全　～

①市民一人ひとりの交通安全の醸成　②安全運転の確保
③道路交通環境の整備　④道路交通秩序の維持　⑤被害
者支援の推進

市では、外部からの武力攻撃などによって災害が起こった時の住民の避難・救援などを定めた「南房総市国民保護計画」
と、人・交通環境・交通機関の相互の関連を考慮した、交通事故のない市にするために「南房総市交通安全計画」の策定を
進めています。
この特集ではそれら概要をお知らせします。また、この計画について皆さんの意見をぜひお寄せください。

ＰＣPublic Comment パブリックコメント
安安心心・・安安全全にに暮暮ららせせるる地地域域社社会会をを目目指指ししてて

国民保護計画（案）と交通安全計画（案）の意見を募集します！

パブリックコメントとは…

パブリック
コメント

～あなたが主役の
まちづくり～
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4月からの富浦（予定）、平群、三芳学童保育所（公立）の入所受け付けを実施します。
入所対象児童 幼稚園児および小学校1年から3年で次のいずれかに該当する場合です。

○保護者が昼間に居宅内外で労働することにより、それに代わる者がいない。
○保護者や家族が病気または看護のため、家庭で適切な保護を受けられない。
※定員に限りがありますので、入所審査基準表による審査があります。

受付日時場所

保育料（参考） 保険料（年間）2,000円程度
保育料（おやつ代を含む）
○毎日コース　月額8,000円　※ただし、8月は14,000円
○週3日コース月額5,500円　※ただし、8月は10,000円
○長期休暇のみのコース　　夏休み（8月は14,000円）

（7月は800円×利用日数）

▼
狩
猟
免
許
試
験

日
　
時

３
月
11
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
30
分
ま
で

会
　
場

千
葉
県
射
撃
場

（
市
原
市
古
敷
谷
２
６
２
０
）

申
込
期
日

２
月
16
日
（
金
）
か
ら

２
月
23
日
（
金
）
ま
で

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

南
房
総
県
民
セ
ン
タ
ー
安
房
事
務
所

地
域
環
境
室
　
TEL

22
―
７
１
１
１

▼
初
心
者
狩
猟
講
習
会

日
　
時

３
月
４
日
（
日
）

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
４
時
ご
ろ
ま
で

会
　
場

千
葉
県
射
撃
場

（
市
原
市
古
敷
谷
２
６
２
０
）

申
込
期
日

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

千
葉
県
猟
友
会

TEL

０
４
３
―
２
２
２
―
６
０
３
３

※

次
回
試
験
か
ら
「
網
・
わ
な
猟
免
許
」

が
「
網
猟
免
許
」
と
「
わ
な
猟
免
許
」

に
区
分
さ
れ
る
予
定
で
す
。

第
３
回

狩
猟
免
許
試
験
お
よ
び

初
心
者
狩
猟
講
習
会

困っていること・悩んでいることはありませんか？　お気軽に相談してください！

学 童 保 育 所 の 入 所 案 内 

2月13日（火） 
から 

2月23日（金） 
まで 

（土･日を除く） 

富浦本庁 
地域福祉課 

富山支所 
地域福祉課 

三芳分庁 
子育て支援課 

8:30 
から 
17:30 
まで 

月　　日 時　間 場　　所 

問い合わせ
子育て支援課

TEL 36―1153

身体障害者相談員
障害者またはその家族からの相談に応じ、必要な助言お
よび指導を行うとともに、身体障害者地域活動の推進をし、
福祉事務所などの関係機関との連携をとりながら、問題解
決のためにお手伝いをします。
この相談員は民間の協力者で県知事から委嘱されています。
知的障害者相談員
知的障害児を持つ親や家族の悩みなどについて、必要な助言指導を
行う地域の奉仕者です。この相談員は、知的障害者の福祉増進に熱意
がある奉仕的活動の
できる民間の人で県
知事から委嘱されて
います。

武半　　彌 

遠藤　哲夫 

平島　雄二 

原　　晴子 

蓑浦　一男 

大和田慎一 

高梨　輝夫 

鈴木富美子 

西田　保政 

井上　正雄 

和田　芳之 

川名　洋子 

富浦町青木82 

富浦町原岡987-2 

竹内343-2 

平久里下1,761 

山名2,330 

白浜町白浜3,531 

千倉町瀬戸1,336 

千倉町白子1,586-2  

加茂1,189-1 

丸本郷285-1 

和田町白渚516-1 

和田町白渚445

33-3426 

33-4763 

57-3831 

58-0097 

36-3648 

38-5052 

40-1052 

44-1397 

46-2143 

46-3334 

47-3579 

47-2120

身体障害者相談員 

氏　　名 住　　所 電話番号 

（敬称略） 

保育時間 平日（下校時）
放課後から午後6時まで

春・夏・冬休み
そのほか（学校行事の代休日）
午前8時から午後6時まで

三幣　祥子 

木村　明子 

千倉町北朝夷2,811 

富浦町南無谷2,329

44-0066 

33-2618

知的障害者相談員 

氏　　名 住　　所 電話番号 

（敬称略）

お
　
知
　
ら
　
せ
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お
　
知
　
ら
　
せ

国
民
健
康
保
険
税
は
、
み
な
さ
ん
の
医

療
費
に
あ
て
ら
れ
る
国
民
健
康
保
険
の
貴

重
な
財
源
で
す
。
万
が
一
の
病
気
や
け
が

に
備
え
、
保
険
税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

▼
保
険
税
は
資
格
を
得
た
月
の
分
か
ら

納
め
ま
す

保
険
税
は
、
ほ
か
の
市
区
町
村
か
ら
転

入
し
て
き
た
と
き
や
、
職
場
の
健
康
保
険

な
ど
を
や
め
た
と
き
な
ど
、
国
民
健
康
保

険
の
資
格
を
得
た
月
の
分
か
ら
納
め
ま
す
。

届
出
を
し
た
と
き
か
ら
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
納
税
通
知
書
は
世
帯
主
に
届
き
ま
す

保
険
税
を
納
め
る
義
務
は
、
世
帯
主
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
世
帯
主
が
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
く
て
も
、
世
帯

の
中
に
１
人
で
も
加
入
者
が
い
れ
ば
、
納

税
通
知
書
は
世
帯
主
に
送
ら
れ
ま
す
。

▼
特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞
納

す
る
と

①

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
が
行
わ

れ
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
を
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

②

そ
れ
で
も
納
め
な
い
で
い
る
と
、
通

常
の
保
険
証
の
代
わ
り
に
有
効
期
間
の

短
い
短
期
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

③

納
期
限
か
ら
１
年
間
を
過
ぎ
る
と
保

険
証
を
返
し
て
も
ら
い
、
代
わ
り
に
資

格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
、
医
療
費
は
い

っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

④

納
期
限
か
ら
１
年
６
カ
月
を
過
ぎ
る

と
、
国
民
健
康
保
険
の
給
付
が
全
部
、

ま
た
は
一
部
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

⑤

差
し
止
め
ら
れ
た
保
険
給
付
額
か
ら

滞
納
分
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

⑥

そ
の
ほ
か
に
も
、
財
産
の
差
し
押
さ

え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
　
TEL

33
―
１
０
２
４

税
務
課
　
TEL

33
―
１
０
２
３

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

快
適
に
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
に
わ
た
っ
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

市
税
は
市
が
行
う
そ
れ
ら
の
活
動
の
大

切
な
財
源
と
な
り
ま
す
。
市
税
を
有
効
に

使
う
た
め
に
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
納
期
内
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
め
忘
れ
で
も

督
促
手
数
料
・
延
滞
金
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
納
期
は
市
税
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
督
促
手
数
料

納
期
限
ま
で
に
市
税
を
完
納
さ
れ
な
い

た
め
、
督
促
状
を
受
け
た
と
き
は
、
一
通

に
つ
き
１
０
０
円
の
督
促
手
数
料
を
納
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

▼
延
滞
金

納
期
限
ま
で
に
市
税
を
完
納
さ
れ
な
い

と
き
は
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら
完
納
ま
で

の
日
数
に
応
じ
、
年
14
・
６
％
（
納
期
限

の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を
経
過
す
る
ま
で
の

期
間
は
別
に
定
め
る
割
合
）
を
乗
じ
た
延

滞
金
を
加
算
し
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▼
滞
納
処
分

納
期
限
ま
で
に
市
税
を
完
納
さ
れ
な
い

た
め
督
促
状
を
受
け
、
か
つ
10
日
を
経
過

し
た
日
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
財
産
差
し
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▼
納
税
相
談

収
入
の
状
況
や
健
康
状
態
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
理
由
で
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
人

も
い
ま
す
。
事
情
に
よ
っ
て
は
、
納
め
る

期
間
を
長
く
し
、
１
回
の
納
付
額
を
少
な

く
す
る
な
ど
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
早
目

に
収
納
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課
　
TEL

33
―
１
０
２
４

市
で
は
、
昨
年
３
月
20
日
の
市
制
施
行

に
伴
い
、
市
独
自
で
の
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
作
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

カ
ー
ド
の
即
日
交
付
は
、
生
活
環
境
部

市
民
課
に
本
人
が
申
請
し
た
場
合
で
、

（
な
お
、
交
付
に
は
30
分
程
度
か
か
り
ま

す
）
官
公
署
の
発
行
し
た
顔
写
真
付
の
身

分
証
明
書
で
本
人
確
認
を
行
っ
た
場
合
の

み
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
顔
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
申
請

さ
れ
る
場
合
は
、
写
真
１
枚
（
申
請
前
６

カ
月
以
内
撮
影
、
上
半
身
・
無
帽
・
正

面
・
無
背
景
、
縦
45
袢
横
35
袢
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

※

カ
ー
ド
の
即
日
交
付
と
同
時
に
、
電

子
証
明
書
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所

市
民
課
お
よ
び
各
支
所
地
域
総
務
課

申
請
受
付
日
時

開
庁
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
30
分
ま
で

交
付
手
数
料

１
件
に
つ
き
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ

市
民
課
　
戸
籍
住
民
係

TEL

33
―
１
０
５
１

国
民
健
康
保
険
の
保
険
税

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

市
税
は
必
ず
納
期
内
に
納
め
ま

し
ょ
う
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全
国
の
ハ
ー
ブ
を
特
産
と
す
る
自
治
体

や
団
体
が
一
堂
に
会
し
て
、
４
月
14
日
か

ら
16
日
に
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
南
房
総

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

開
催
を
記
念
し
て
、「
食
コ
ン
ク
ー
ル
」

を
実
施
し
ま
す
。
本
コ
ン
ク
ー
ル
で
出
品

さ
れ
た
料
理
は
、
地
場
産
業
活
性
化
の
た

め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
応
募
く

だ
さ
い
。

応
募
期
限

３
月
15
日
（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト

南
房
総
大
会

「
食
コ
ン
ク
ー
ル
」
作
品
募
集

応
募
要
件

◯
地
元
産
の
花
（
ハ
ー
ブ
）
を
１
品
以
上

利
用
し
た
料
理
・
和
菓
子
・
洋
菓
子
で

あ
る
こ
と
（
ハ
ー
ブ
の
例
　
キ
ン
セ
ン

カ
・
ス
ト
ッ
ク
・
金
魚
草
な
ど
）。

◯
プ
ロ
・
ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

◯
居
住
地
・
勤
務
地
を
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
部
門

料
理
の
部
･
和
菓
子
の
部
･
洋
菓
子
の
部

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
記
入
の
上
、
調
理

方
法
（
レ
シ
ピ
）
を
添
え
て
応
募
く
だ
さ

い
（
応
募
用
紙
は
市
役
所
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）。

食用花を使った生春巻

傷病により寝たきりなどの状態にある人が、医師との連携
の下に在宅療養のため下記サービスを利用した際にかかる費
用（自己負担）を医療費控除の対象とすることができます。
〈対象となるもの〉
●訪問入浴サービス
●障害福祉サービス（居宅介護（身体介護）・重度訪問介護・
短期入所（遷延性意識障害者）・重度障害者等包括支援）
問い合わせ 社会福祉課　社会福祉係　TEL36－1151

【医療系サービス】 

医療費控除の対象 

【福祉系サービス】 

①～⑤の医療系サ

ービスと併せて利

用する場合のみ医

療費控除の対象 

訪問看護 

介護予防訪問看護 

訪問リハビリテーション 

介護予防訪問リハビリテーション 

居宅療養管理指導 

介護予防居宅療養管理指導 

通所リハビリテーション 

介護予防通所リハビリテーション 

短期入所療養介護 

介護予防短期入所療養介護 

介護老人保健施設 

介護療養型医療施設 

訪問介護（生活援助中心型を除く） 

夜間対応型訪問介護 

介護予防訪問介護 

訪問入浴介護 

介護予防訪問入浴介護 

通所介護 

認知症対応型通所介護 

小規模多機能型居宅介護 

介護予防通所介護 

介護予防認知症対応型通所介護 

介護予防小規模多機能型居宅介護 

短期入所生活介護 

介護予防短期入所生活介護 

医療費控除の取扱い サ ー ビ ス 種 別  

① 

 

② 

 

③ 

 

④ 

 

⑤ 
 

⑥ 

⑦ 

 

⑧ 

 
 

⑨ 
 

 

 
 

⑩ 

 

 

 

⑪ 

2分の1医療費控除の対象 

医療費控除の対象外 

介護老人福祉施設 
地域密着型介護老人福祉施設 
認知症対応型共同生活介護 
介護予防認知症対応型共同生活介護 
特定施設入居者生活介護 
地域密着型特定施設入居者生活介護 
介護予防特定施設入居者生活介護 
福祉用具貸与 
介護予防福祉用具貸与 

⑫ 
 
⑬ 
 
 
⑭ 
 
 
⑮ 

お
　
知
　
ら
　
せ

介護保険の認定を受け、サービスを利用している場合、自
己負担額が医療費控除の対象となることがあります。
控除の対象となる介護サービスについては、下表をご覧く
ださい。
該当の有無については、居宅介護支援事業者（ケアマネー
ジャー）、地域包括支援センター、各サービス提供事業所お
よび入所施設へお問い合わせください。

審
　
査

４
月
14
日
（
土
）
に
白
浜
フ
ロ
ー
ラ
ル

ホ
ー
ル
で
実
施
し
ま
す
。

表
　
彰

各
部
門
の
上
位
５
点
を
特
別
賞
と
し
、

賞
状
と
記
念
品
を
授
与
し
ま
す
。

そ
の
他

◯
審
査
当
日
の
午
前
９
時
30
分
ま
で
に
、

応
募
作
品
２
点
を
会
場
に
各
自
搬
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

◯
審
査
終
了
後
は
応
募
作
品
を
展
示
・
紹

介
し
ま
す
。

◯
応
募
作
品
の
映
像
・
出
版
物
な
ど
の
使

用
権
は
主
催
者
に
帰
属
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

第
16
回
全
国
ハ
ー
ブ
サ
ミ
ッ
ト
南
房
総

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商
工
観
光

課
内
）

TEL

33
―
１
０
９
１

医療費控除の対象となる介護サービス一覧

介護サービス利用料の医療費控除

問い合わせ 高齢者福祉課　介護保険係　TEL36－1154

在宅療養に係る費用の医療費控除用証明書発行
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日
　
時

２
月
20
日
（
火
）

午
後
２
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で

場
　
所

富
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
師

俳
優
寺
田
農
（
み
の
り
）さ
ん

講
　
演

「
生
き
る〜

生
き
が
い
を
見
失
わ
な
い
で
〜
」

申
込
期
限

２
月
16
日
（
金
）

日
　
時

２
月
28
日
（
水
）

午
後
２
時
か
ら

３
時
30
分
ま
で

場
　
所

富
山
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
　
師

健
康
運
動
指
導
士

平
野
清
孝
さ
ん

講
　
演

「
生
活
習
慣
病
を
吹
き
飛
ば
そ
う

〜
今
日
か
ら
で
き
る
運
動
〜
」

申
込
期
限

２
月
23
日
（
金
）

各
教
室
の
申
込
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

富
山
支
所
地
域
福
祉
課

TEL

57
―
２
５
１
３

「しびれ」とは、感覚の異常によって起こり、「何もしていないのにジンジンする」というような不快な症状を
指します。長時間の正座で生じる足のしびれは病気ではありませんが、最も代表的なしびれといえます。
しびれは、刺激が伝わる経路である「末梢神経」「脊髄」「脳」のどこかが障害されて生じます。
また、血管の一部が何らかの原因で障害され、血行が悪くなると、障害された部分より先の部分にしびれがお
こります。

問い合わせ　健康増進課　問い合わせ　健康増進課　TEL36TEL36－11521152問い合わせ　健康増進課　TEL36－1152

「しびれ」に
困っていませんか？

・少し休めば治まる

少し時間がたつと、自然に
消えてしまうようなしびれは、
問題のないしびれ。正座をし
たあとのしびれが代表的。

●体を冷やさない
体を冷やさないようにすると、血行がよくなり、しびれも改
善される。適度な運動も血行をよくする効果がある。
●無理な姿勢をとらない
中腰での作業や、首を後ろに反らす姿勢を長時間続ける、急
に立ち上がるなど脊椎に負担をかける姿勢や動作を避ける。
●バランスのとれた食事
バランスのとれた食事を心がけ、ビタミン不足を防ぐ。

●原因となる病気を治療する
糖尿病や尿毒症、膠原病など、しびれの原因となる病気の治
療を行う。神経への圧迫を取り除く手術を行うこともある。

問題ないしびれ 問題ないしびれ 

～ ～ 

・しびれが長時間続く
・どんどんひどくなる
・ほかの症状がある

上記のような状態があれば早く受診する。
脳の病気が疑われるときは神経内科、脊

髄などの病気が疑われるときは整形外科、
原因不明のときは、かかりつけの病院など

で受診する。

こ
こ
ろ
に
う
る
お
い
教
室

い
き
い
き
心
身
づ
く
り
教
室

大　丈　夫
危　　険

問題ないしびれ 問題ないしびれ 

～ ～ 

問題ないしびれ 問題ないしびれ 

～ ～ 

問題ないしびれ 問題ないしびれ 

～ ～ 問題ないしびれ 問題ないしびれ 

～ ～ 
問題ないしびれ 問題ないしびれ 

と ～ ～ 

ししししびびびびれれれれのののの対対対対処処処処法法法法

健
康
だ
よ
り
・
お
知
ら
せ
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昔
、
白
浜
の
杖
珠
院

じ
ょ
う
じ
ゅ
い
ん
と
呼
ぶ
お
寺
に
、
お
り
ゅ

う
と
い
う
名
の
女
が
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん

坊
を
抱
い
て
き
て
言
い
ま
し
た
。「
訳
が
あ
っ
て
、

こ
の
子
と
一
緒
に
い
ら
れ
な
い
の
で
、
ど
う
か
預

か
っ
て
く
だ
さ
い
」

お
坊
さ
ん
が
見
ま
す
と
、
女
は
目
が
見
え
な
い

の
で
可
哀
想
に
思
い
、
赤
ん
坊
を
預
か
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
女
は
大
喜
び
で
、「
こ
の
子
が
泣
い

た
ら
、
こ
れ
を
し
ゃ
ぶ
ら
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
言

っ
て
、
布
に
包
ん
だ
二
つ
の
白
い
玉
を
置
き
、
帰

っ
て
行
き
ま
し
た
。
お
坊
さ
ん
は
女
の
言
っ
た
と

お
り
、
赤
ん
坊
が
泣
く
た
び
に
白
い
玉
を
し
ゃ
ぶ

ら
せ
、
大
切
に
育
て
て
お
り
ま
す
と
…
…
。
ほ
ど

な
く
、
杖
珠
院
の
池
の
そ
ば
に
柳
が
生
え
た
の
で

す
。と

こ
ろ
が
、
そ
の
柳
が
邪
魔
に
な
っ
た
た
め
、

切
り
始
め
ま
す
と
赤
い
血
が
吹
き
で
た
の
で
す
。

驚
い
て
切
る
の
を
止
め
ま
す
と
、
そ
の
夜
お
坊
さ

ん
の
夢
枕
に
目
の
無
い
竜
が
立
ち
、「
預
け
た
子

が
心
配
で
、
柳
に
な
っ
て
見
て
い
る
の
だ
か
ら
切

ら
な
い
で
く
だ
さ
い
」
と
言
っ
た
の
で
す
。

夢
か
ら
、
お
坊

さ
ん
は
赤
ん
坊
に

し
ゃ
ぶ
ら
せ
た
白

い
玉
が
、
女
に
姿

を
変
え
て
現
れ
た

竜
の
、
目
だ
っ
た

こ
と
を
知
り
、
竜

の
情
愛
に
深
く
胸

を
打
た
れ
ま
し
た
。

◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇◇赤十字活動資金の協力について◇

南房総市

　　の民話

南房総市

　　の民話

～第10話 ～
生稲謹爾

「
竜
の
目
」

ハイキング日和ハイキング日和ハイキング日和

烏場山（標高265m）
「新日本百名山」の一つ。
ここからの羨望は素晴らしい。
房総の山、清澄山・嶺岡・経塚山・御殿

山・伊予ヶ岳など。伊豆半島・富士山・伊
豆大島なども見える。双眼鏡があると良い。
経文石
かつての道は下側を通り、50年くらい前
までは見上げるとかすかに梵字が読み取れ
たが、風化が進み現在は見えない。落石な
どの危険もあり、上を通るようになった。
じがい水（自我井水）
二説あり、自我井水とも言われ、山中の

かくし田の水利、水源に使われたとも言わ
れている。
黒滝・向西坊入定窟
長者川の中流にあり花園山奥地の水を集

めて一気に落ちる。落差15m。向西坊は赤
穂浪士の一人片岡源五右衛門の家臣で、後
に出家してこの地で入定した。
抱湖園（花木園）
房州の花の開祖、（故）間宮七郎平が昭和初

期、古くからあった農業用ため池の上の岩山
に池を抱くように石を積み、切花用としてツ
バキ、エリカなど数十種類の花木を植え、中
でも寒桜は古木で60本と少ないが1月末から2
月末まではピンク色の見事な花をつける。
童謡「浜千鳥」の碑
花園海岸の松林の中、鹿島鳴秋が一人娘

の死を胸に秘めながら作詞した『浜千鳥』
の歌碑が立っている。

ほ
の
ぼ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
日
和
・
民
　
話

花嫁街道（和田地区）

由　来

山間にある上三原の集落と
海辺の集落との交流道、古く
は塩汲みの道から生活物資の
往来、学校への通学路として
利用され、かつては花嫁行列
もここを通って嫁いでいった
ことから、近年ハイキングコ
ースとして整備され花嫁街道
と呼ばれるようになった。

烏場山

じがい水

経文石

黒滝、滝不動
向西坊入定窟

抱湖園

浜千鳥の碑

自然いっぱい、楽しみ満載！
市内にあるハイキングコースを
紹介します。

全長約13.5km 所要時間　270分

問い合わせ
商工観光課　TEL 33－1091
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花、灯台、めがね橋……などの壁画の高台
に、今はあまり見られない木造園舎が、子ど
もたちを温かく迎え入れてくれます。
園児20人は、園庭や広い校庭、プレールー
ムなどで元気いっぱいに遊んでいます。小学生とも一緒に遊んだり、行事
をともにしたりしながら生活をしています。
春には、園庭でお花見、竹の子探し。夏には、磯遊び、貝殻拾い。秋冬
には、里山の散歩など、豊かな自然環境と積極的に関わり、四季を通して
長尾の良さを肌で感じとっています。
8月に、下立松原神社の祭りを経験した子どもたちは、ブロックで山車
を造り、タイコ打ちやドングリ笛でリズムをとりながら、山車の引き回し
を楽しみました。ほかに、高齢者の皆さんやほかの園との交流もあり、豊
かな心情を育んでいます。
12月には、親子楽しみ会があり、地域にある長尾橋や虚空蔵山

こくぞうやま

を入れた
劇、歌や合奏を堂々と発表し、大きく成長した一面を見せてくれました。
地域の皆さんをはじめ、いろいろな方々に見守られ、さまざまな体験を
通し明るくいきいきと活動する“長尾っ子”です。

明るくいきいき　～長尾っ子～
長尾幼稚園
（白浜地区）

市内に15園ある幼稚園を毎月紹介します。

七輪で焼く釣りたてのお魚

劇あそび

明るくいきいき“長尾っ子”全員集合

テレスコ　テンテン山車

金融、カード、住宅ローンなどによる
多重債務者のための無料電話相談を行い
ます。一人で悩まずにまず相談ください。

日　　時 3月10日（土）・11日（日）
午前10時から午後3時まで（両日とも）

場　　所 千葉司法書士会館（ＪＲ西千葉駅から徒歩10分）
千葉市美浜区幸町2－2－1

相談専用電話 043－243－4144
相談方法 電話相談。面接希望の場合予約を。相談無料
問い合わせ ちば司法書士総合相談センター

TEL 043－204－8333

多重債務110番

有
料
広
告

※
広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

民間車検 
新車/中古車販売/ 
車検整備/修理板金 

千葉県市町村職員共済組合指定工場 
南房総市千倉町大川1300
TEL43－1201・FAX43－1502

祝祝　　初初節節句句 「かわいい孫の
初節句。和菓子
でお祝いしよう
かしら？」

・・ささくくららももちち
（こし餡・粒餡・道明寺）
・・草草ももちち
・・和和菓菓子子でで記記念念日日
・・おお赤赤飯飯
承ります。


